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２０２２貿情セ調（経提）第５号 

経済産業省 貿易経済協力局 貿易管理部 

安全保障貿易管理課 淺井課長殿 

 安全保障貿易審査課 横田課長殿 

（写）安全保障貿易管理政策課 熊野分析官殿 

（写）安全保障貿易管理課 井口課長補佐殿、斎藤課長補佐殿 

（写）安全保障貿易管理課 相部課長補佐殿 

（写）安全保障貿易審査課 菊島総括課長補佐殿 

一般財団法人 安全保障貿易情報センター 

素材専門委員会 

先端材料関連分科会 

  主 査 宮嵜 斉 

貨物等省令第４条第十一号の改正要望 

 表題の件につきまして、下記のとおり要望いたしますので、何卒ご検討いただきますようよろ

しくお願いいたします。 

記 

１．要望内容 

貨物等省令第４条第十一号の改正を、以下の通り要望します。 

（１）改正案の要旨

同号ハ（二）ポリクロロトリフルオロエチレンに「油状又はワックス状の改質品に限る。」

のかっこ書きを追加する。

（２）改正案（太字下線部が改正提案部分）

第４条第十一号

潤滑剤として使用することができる材料、振動防止用に使用することができる液体又は冷

媒用の液体であって、次のいずれかに該当するもの

イ 削除

ロ （略）

ハ 振動防止用に使用することができる液体であって、純度が 99.8 パーセントを超え、

かつ、径が 200 マイクロメートル以上の粒状の不純物の数が 100 ミリリットル当

たり 25 個未満のもののうち、次のいずれかに該当する物質の重量が全重量の 85

パーセント以上のもの

（一） ジブロモテトラフルオロエタン

（二） ポリクロロトリフルオロエチレン（油状又はワックス状の改質品に限る。）

（三） ポリブロモトリフルオロエチレン

（以下略）

（３）現法令

第４条第十一号

潤滑剤として使用することができる材料、振動防止用に使用することができる液体又は冷
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媒用の液体であって、次のいずれかに該当するもの 

    イ 削除 

    ロ （略） 

ハ 振動防止用に使用することができる液体であって、純度が 99.8 パーセントを超え、

かつ、径が 200 マイクロメートル以上の粒状の不純物の数が 100 ミリリットル当

たり 25 個未満のもののうち、次のいずれかに該当する物質の重量が全重量の 85

パーセント以上のもの 

  （一） ジブロモテトラフルオロエタン 

  （二） ポリクロロトリフルオロエチレン 

  （三） ポリブロモトリフルオロエチレン 

      （以下略） 

 

２．要望の背景・理由等 

本要望は貨物等省令第４条第十一号ハ（二）と Wassenaar Arrangement(WA) の原文との

一致を提案するものです。 

 

（１）貨物等省令第４条第十一号ハ（二）と WA 原文との比較 

 １）本要望に係る貨物等省令第４条第十一号ハ（二）と対応する WA 原文の 1.C.6.c.3.b.

の関係は以下の通りです。 

・WA 原文 1.C.6.c.3.b. で規制される Polychlorotrifluoroethylene においては、(oily and 

waxy modifications only)のかっこ書きがあり、同項番では「（油状又はワックス状の改

質されたものに限る。）（日本語訳）」が規定されています（以下の WA 原文中の太字下

線部分ご参照下さい）。 

・一方、貨物等省令第４条第十一号ハ（二）の条文では「ポリクロロトリフルオロエチレ

ン」のみが記載されており、(oily and waxy modifications only)に相当する内容が反映

されていません。 

 

 ２）従いまして、対応する国内法令である貨物等省令第４条第十一号ハ（二）のポリクロ

ロトリフルオロエチレンに、上記 WA1.C.6.c.3b.で規定される (oily and waxy 

modifications only)を反映することを要望いたします。 

 

 ３）なお、WA 原文中の"modifications"を「改質」と訳する点につきまして、WA の他項

番 2.B.5.(a)、2.E.3.f.及び、その関連 Technical Notes において"surface modifications"

という語句が使用されております。これに対し、我が国、輸出令別表第１の 6 の項(5)、 

貨物等省令第 5 条第七号の「運用通達における解釈を要する語」中で「表面改質」とい

う訳語が使用されております（添付資料１ご参照下さい）。 

 

 【ご参考】 

 対応する WA 原文（太字下線部が本要望に係る箇所になります） 

 1. C. 6. Fluids and lubricating materials, as follows: 
    a. Not used since 2015 

  .  b. （略） 

    c. Damping or flotation fluids having all of the following 
     1.  Purity exceeding 99.8%; 
     2. Containing less than 25 particles of 200 µm or larger in size per 100 ml; and 
     3. Made from at least 85% of any of the following:  
      a.  Dibromotetrafluoroethane (CAS 25497-30-7, 124-73-2, 27336-23-8);  

      b. Polychlorotrifluoroethylene (oily and waxy modifications only); or 

    （以下略） 
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（２）WA1.C.6.c.3.b.の規制理由と我が国産業界における当該貨物に係る現状 

 １）本項番に係る「油状又はワックス状」のポリクロロトリフルオロエチレン（以後

「PCTFE」といいます。）を、規制対象である振動防止用液体として使用するための具

体的な改質方法は、例えば、米国特許（添付資料２、３及び４）に開示されています。

以下に例示します。 

   ①別の（比重の高い）液体を混合し、比重を高くする（添付２；米国特許 2992991 号） 

   ②数種類のワックス状の PCTFEを有機溶媒に溶かして濾過することによって超高分

子量成分を取り除き、その後溶媒を除去することにより、高温において均質な液体

となるワックスを調製する（添付３及び４；米国特許 3076765 号） 

  これら手法によって改質された PCTFE が WA 項番 1.C.6.c.3.b.で規制される対象貨物

であると思料します。 

 

 ２）例えば米国商務省（BIS）は、PCTFE を成分とするものの改質されていない、すなわ

ち未改質 PCTFE 製品（例えば、製品名 Halocarbon Oil、米国 Halocarbon 社製）を非

該当品（米国輸出規制 EAR99、添付資料５参照）と認定し、当該の未改質 PCTFE は

海外で流通しています。 

 

 ３）一方、我が国では、未改質 PCTFE を成分とする貨物は、貨物等省令第４条十一号ハ

（二）の規定に従い、リスト規制品として扱っております。 

 

 ４）未改質 PCTFE を成分とする具体的製品としては、酸素用ポンプ潤滑剤に用いられる 

ふっ素オイル（商品名ダイフロイル；ダイキン工業株式会社製）が例示でき、国内製造・

販売されるほか、リスト規制品として輸出されております（上記のような改質が行われ

ていないため、貨物等省令第４条第十一号で規制対象となる振動防止用途での使用は難

しいと考えられ、実際に引き合いや販売実績はありません）。この製品は、製造者が直

接海外に輸出する以外にも、メンテナンス用途等で国内の購入機会も多いと考えられ、

多くの顧客でリスト規制品として、特に厳格な管理を行っている現状です。 

 

 以上より、本要望は国際レジーム（WA）と我が国法令（貨物等省令）のハーモナイズの観

点から、WA1.C.6.c.3.b.で規制される Polychlorotrifluoroethylene と、貨物等省令第４条第十一

号ハ（二）のポリクロロトリフルオロエチレンの規制内容を一致させ、同号で規定される対

象貨物の明確化を目的とするものです。 

 これにより製造者、輸出者及びその他関係者が、法令に定める規制趣旨を適正に運用する

ことが可能となり、以てより適正な輸出管理の実現につながるものと思料します。 

 

 

 【添付資料】 

 ・添付資料１ "surface modification"を「表面改質」と訳した WA 原文と貨物等省令の対比 

 ・添付資料２ ﾎﾟﾘｸﾛﾛﾄﾘﾌﾙｵﾛﾚﾁﾚﾝ改質に関する米国特許 2992991 号 英文明細書 

 ・添付資料３ ﾎﾟﾘｸﾛﾛﾄﾘﾌﾙｵﾛﾚﾁﾚﾝ改質に関する米国特許 3076765 号 和文抄録 

 ・添付資料４ ﾎﾟﾘｸﾛﾛﾄﾘﾌﾙｵﾛﾚﾁﾚﾝ改質に関する米国特許 3076765 号 英文明細書 

 ・添付資料５ 未改質ポリクロロトリフルオロエチレンを EAR99 とする BIS 見解書 

 

 

 

以 上 



"surface modification"を「表面改質」と訳したWA原文と貨物等省令の対比 

WA原文 CATEGORY 2 

TABLE - DEPOSITION TECHNIQUES - 

TECHNICAL NOTE 

貨物等省令：第５条第七号 

（運用通達における解釈を要する語） 

a. Chemical Vapor Deposition (CVD) is an 
overlay coating or surface modification 

coating process  wherein a metal, alloy, 

“composite”, dielectric or ceramic is 

deposited upon a heated substrate. Gaseous 

reactants are decomposed or combined in 

the vicinity of a substrate resulting in the 

deposition of the desired elemental, alloy or 

compound material on the substrate. 

Energy for this decomposition or chemical 

reaction process may be provided by the 

heat of the substrate, a glow discharge 

plasma, or “laser” irradiation. 

『原料ガスの化学反応により生成するコーテ

ィング材料を基材の表面に定着させる方法』 

加熱した基材の上に金属、合金、複合材料、誘

導体又はセラミックを、上塗り又は表面改質

のために被覆するプロセスをいう。気体状の

反応物が基材近傍で分解、結合することによ

って、目的の元素、合金又は化合物が基材上に

被覆される。分解若しくは化学反応プロセス

の駆動エネルギーは、基材の熱、プラズマから

の放電又はレーザーの照射から得られる。 

g. Ion Implantation is a surface modification

coating process in which the element to be 

alloyed is ionized, accelerated through a 

potential gradient and implanted into the 

surface region of the substrate. 

『イオン注入法』 

合金化すべき元素がイオン化され、電界によ

り加速されて基材の表面部分に打ち込まれる

ことによって表面改質被覆を行うプロセスを

いう。 

添付資料１

d-yamamoto
ハイライト表示

d-yamamoto
ハイライト表示

d-yamamoto
ハイライト表示

d-yamamoto
ハイライト表示
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【参考】米国特許 3076765号の和文抄録 

特許情報プラットフォーム（独立行政法人 工業所有権情報・研修館が運用）より、添付資料４の 

米国特許（US3076765）の和文抄録を入手した。 

参照 URL：https://www.j-platpat.inpit.go.jp/p0200 

【要約】 

米国特許和文抄録 

文献番号：3,076,765 

特許日：1963.02.05 

出願日：1957.12.11 

本文頁数：4 

クレーム数：4

発明の名称 高粘度の浮揚および制動液 

抄録文 

本発明の目的は、ジヤイロ機構などのための浮揚および制動液として使用するのに適した高粘度の、

低透明点を有し、高密度であり、さらに熱に安定な低分子量の過塩素フツ素化オレフイン重合体を

提供することである。本重合体の出発物質は、約１４０－２５０゜Ｆで融解し、Ｙ（ＣＦＣＦＣｌ）

ｘＺの構造を有するクロルトリフルオルエチレンの均質重合体である。好ましいクロルトリフルオ

ルエチレン重合体はＵ．Ｓ．Ｐ．２，７７０，６５９により提供されたようなＹおよびＺがハロゲン

原子（塩素およびフツ素）であるクロルトリフルオルエチレンのテロマ－である。他の適当な出発

物質として、ハロゲンおよび１－４個の炭素原子を有する脂肪族過ハロアルキル炭素化合物を含有

するクロルトリフルオルエチレンのテロマ－を含む。本発明の可溶性ポリクロルフルオルエチレン

の製造方法は、上述の出発物質を約１００－３０５゜Ｆの間の温度を保つ適当な溶媒、たとえば脂

肪族または芳香族のアルコ－ル、ケトン、エ－テル、エステルまたはハロ炭素に溶解する。この溶液

の温度を室温程度まで下げ、生成した沈でん物および濾液を分離し、濾液から溶媒を除去する。本

方法により得たポリクロルフルオルエチレンワツクス製品は約１００－２１５゜Ｆの曇り点２１

０゜Ｆにおいて約１．９０５－１．９３０の密度、また２１０゜Ｆで約２０５－７００センチスト

－クスの粘度を有し、浮揚および制御液としてそのまま使用することが適当である。上述の可容性

ワツクス製品に約９０－１４０゜Ｆの融点を有するポリクロルトリフルオルエチレンワツクスを約

５－８０重量％混合して使用することができる。出発物質としてＫｅｌ－Ｆ２００ワツクス（２０

０－２３５゜Ｆの融点を有する塩化スルフリルとクロルトリフルオルエチレンのテロマ－）を使用

した抽出ワツクスの製造例を表に示してある。 

特許情報プラットホーム URL：https://www.j-platpat.inpit.go.jp/ 

以 上 

添付資料３



United States Patent Office 3,076,765 
Patented Feb. 5, 1963 

1. 

3,076,765 
H.G. VSCOSETY FELOTATION AND 

DAMPNG FLUD 
Fred W. West, Paterson, Raymond J. Se?ii, Bloomfield, 
and Kenneth J. Reilly, Jersey City, N.J., assignors, by 
resne assignments, to Minnesota Mining and Miasti 
facturing Company, St. Paul, Minn., a corporation of Delaware 

No Drawing. Original application Feb. 15, 1957, Ser. No. 
640,305. Divided and this application Dec. 1, 957, Ser. No. 706,533 

4. Clains. (C. 252-78) 

This invention relates to a high viscosity material and 
to a method for the preparation thereof. In one aspect, 
this invention relates to a flotation agent for reducing fric 
tional losses in instruments and machines. Another aspect 
of this invention relates to a damping agent for reducing 
impact and vibration damage and offers viscous non 
elastic restraint to moving parts within a gyro. Another 
aspect of this invention relates to a halogenated, highly 
viscous material having high density and high shear sta 
bility. Still another aspect of this invention relates to a 
perchlorofluorinated damping and flotation agent for gyro mechanisms. 
Gyro mechanisms which are used for controlling the 

operation of rockets, other aircraft and ships have now 
achieved wide recognition. A present day need for im 
proved operating characteristics of gyros, is a highly vis 
cous, high density material which is stable at high tem 
peratures, that is, at temperatures of about 200 F. Vari 
ous fluids and waxes have been employed for this purpose 
but these have not been able to meet all of the require 
ments demanded for a material of this type. Typical 
specifications for a gyro fluid are presented in Table I: 

TABLE 

Temperature class Wiscosity, Density, Cloud 
C). g.fcc. point, F. 

3,000 1,958 <115 
>2,800 949 <135 

600 1922 K155 
1,000 1928 <155 160°F---------------------------- 2,000 >1,930 <155 

Other instruments such as the bi-metallic dial type ther 
mometers and chemical seal pulsation dampeners have 
also indicated a need for a highly viscous material which 
meets most of the specifications mentioned above. 

It is, therefore, an object of the present invention to 
provide a material having a high viscosity, a low clear 
point and a high density at elevated temperatures and to 
provide a method for the preparation thereof. 
Another object of this invention is to provide a non 

corrosive, thermally stable perchlorofluorinated olefin 
polymer suitable for use as a damping and flotation fluid. 
Another object of this invention is to provide a per 

chlorofluorinated olefin polymer having a maximum clear 
point not in excess of 155° F. 

Another object of this invention is to provide a low 
molecular weight percholorofluorinated olefin polymer 
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2 
having a density of at least 1.949 grams per cc. at 140° F. 
Another object is to provide a low molecular weight 

perchlorofluorinated olefin polymer having a viscosity of 
about 2800 cp. or higher at 140 F. 
Another object is to provide a low molecular weight 

perchlorofluorinated olefin polymer suitable for use as a 
damping and flotation agent in a gyroscope. 

Still another object of this invention is to provide a 
commercially feasible method for the preparation of a 
perchlorofluorinated olefin polymer damping and flotation agent having the above properties. 

According to this invention a low molecular weight 
chlorotrifluoroethylene polymer having a melting point 
between about 140 F. and about 250 F. (bail and ring) 
is dissolved in a solvent, the temperature of the solution 
is lowered, the insolubles are removed from the solution 
leaving a filtrate and the soluble polymer product is re 
covered from the filtrate. The soluble polymer product 
which is recovered from the filtrate has a cloud point be 
tween about 100 F. and about 215 F. and a viscosity in 
excess of 200 centistokes at 210 F. This soluble wax product may be used directly as, for example, a specifica 
tion gyro fluid, or it may be blended with a low molecular 
weight perhalogenated olefin polymer melting between 
about 90 F. and about 140 F. to obtain a product having 
the desired viscosity, density, cloud point and other re 
quirements mentioned above. 
The low molecular weight polymeric starting material 

of the present invention is the homopolymer of chloro 
trifluoroethylene which melts at a temperature between 
about 140 F. and about 250 F. and which has the foll lowing formula 

wherein x is an integer between 10 and 100 and Z and Y 
are selected from the group consisting of the halogens 
(fluorine, chlorine, bromine and iodine) and a perhalo genated alkyl radical. 
The preferred chlorotrifluoroethylene polymer is the 

telomer of chlorotrifluoroethylene wherein Y and Z are 
normally gaseous halogen atoms (chlorine and fluorine) 
such as, for example, the telogen prepared from the re 
action of chlorotrifluoroethylene with sulfuryl chloride, 
which telomer has a melting point between about 200 F. 
and about 235 F. (ball and ring). The preparation of 
this telomer is given in U.S. Patent No. 2,770,659. 

Other suitable starting materials include the telomers 
of chlorotrifluoroethylene with halogens and aliphatic per 
haloalkyl carbon compounds containing between 1 and 
4 carbon atoms for example, fluorine, chlorine, bromine, 
iodine, bromochlorodifluoromethane, bromotrifluorometh 
ane, chlorotrifluoromethane, bromotrichloromethane, tri chlorotrifluoroethane, pentachlorotrifluoropropane, etc. 
These telomers are prepared by cotelomerizing chlorotri 
fluoroethylene and the corresponding telogen in the pres 
ence of a peroxy compound. More specific details of the 
preparations are found in copending applications of Wil 
liam S. Barnhart, Serial No. 347,186 (filed April 6, 1953, 
now Patent No. 2,875,253) and Serial No. 452,708 (filed 
August 27, 1954, and now abandoned). 

In the process of this invention the chlorotrifluoro 
ethylene polymer is dissolved in a suitable solvent such 
as an aliphatic alcohol, ketone, ether, ester or halocarbon 
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or an aromatic alcohol, ketone, ether, ester or hydrocar 
bon. Examples of suitable solvents used in this invention 
include Ceilosolve, dioxane, methyl phenyl ether, ethyl 
ether, ethyl phenyl ether, acetone, methyl ethyl ketone, 
acetophenone, isopropyl alcohol, diacetone alcohol, min 
eral spirits, methyl alcohol, benzyl alcohol, ethyl alcohol, 
ethyl acetate, methyl propionate, ethyl benzoate, carbon 
tetrachloride, trichloroethylene, chloroform, the Freons, 
toluene, Xylene, etc., and mixtures of these solvents. The 
polychlorotrifluoroethylene is melted before it is admixed 
with the solvent. 

Solvent to polymer ratios employed in this process can 
be varied between about 0.5:1 and about 20:1, preferably 
between about 1:1 and about 15:1. The chlorotrfluoro 
ethylene polymer is generally dissolved at an elevated 
temperature such as for example, in a sovent which is 
maintained at a timperature of between about 100° F. 
and about 305 F. or at about the reflux temperature of 
the solve it. However, it is also within the s-ope of this 
invention to dissolve the polymer or fraction thereof in a 
solvent at room temperature (75 F.). The preferred 
method comprises dissolving the polymer in the solvent 
at a temperature of about 10 below the reflux tempera 
ture of the solvent but not at a tempirature in excess 
of 305 F. While the polymer is being admixed with 
the solvent, it is generally preferred to agita'e the mix 
ture for a period of between about 10 minutes to about 
10 hours. In most cases the mixture is agitated frr a 
period not exceeding 2 hours. After the polymer is mixed 
with the solvent for the desired period of time, some 
insoluble material may still be present. These insolubles 
may be removed immediately if so desired. 
The temperature of the sclution of polymeric material 

prepared above at an elevated temperature is then low 
ered, preferably by allowing it to cool to about room 
temperature. However, in cases where the solution has 
been prepared at room temperature, the solution tem 
perature is lowered for example, by a cold bath or by 
refrigeration usually to a temperature not below -10 
C. and preferably not below 10° C. The lowering of 
the solution temperature results in the precipitation of 
insoluble materials. The insoluble material is removed 
as a residue by filtration, decantation or by any other con 
venient process or any combination of the above proc 
esses and the desirable polymer fraction or product which 
remains in the filtrate is recovered by evaporating, flash 
ing off, fractionating, or distilling off the solvent or by 
the addition of water, if a water-soluble solvent is em 
ployed. The water takes up the solvent and can be de 
canted leaving a soluble polymer product, more specifi 
cally, a soluble wax product as the crude product of this 
invention. The crude soluble wax production is then 
dried. 
When the desired wax product is recovered by the ad 

dition of water to the filtrate, the volume of water added 
to the filtrate can vary batwean about 0.05 and about 2 
volumes or more, preferably between about 0.25 and 
about 1 volume of water per volume of filtrate. The 
soluble wax product so obtained is then dried to produce 
a wax product having a cloud point between about 100 
F. and about 215 F. and a viscosity in excess of 200 
centistokes at 210 F. If desired, the insoluble material 
which is removed after the solution temperature has been 
lowered can be reprocessed by redissolving it in a solvent; 
cooling the resulting solution; removing the insoluble 
materials and adding the resulting filtrate containing crude 
soluble wax product to the first filtrate before remov 
ing the solvent. 

In one embodiment of the invention, the process is car 
ried out by dissolving a liquid telomer of chlorotrifluoro 
ethylene, melting between about 200 F. and about 235' 
F. in an aliphatic water-soluble solvent at the reflux tem 
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4. 
perature of the solvent, or at a temperature 5 or - 10 
below the reflux temperature of the solvent employed. 
The solution is agitated at this temperature for a period 
of not more than 2 hours and then allowed to cool to 
room temperature. The resulting insoluble material, 
which is precipitated, is removed from the filtrate and 
water is added with agitation to the filtrate in a volume of 
between about 0.25 and about 1 volume of water for each 
volume of filtrate. After thoroughly mixing, the solid 
or crude product is allowed to settle, the liquors are re 
moved and the renaining solvent is pressed from the 
soluble wax product so formed. The soluble wax product 
is then dried at a temperature batween about 150 F. to 
about 250 F. for a period of from about 1 to about 16 
hours under a pressure not in excess of about 300 mm. 
Hg, preferably not in exc3ss of 175 mm. Hg. 

In a preferred embodiment of the present invention 
the liquid te'omer of chlorotrifluoroethylene cbiained by 
melting the telomer is dissolved in a suitable solvent such 
as, for example, a toluene-isopropyl alcohol mixture, at 
an elevated temperature such as, for example at about 
170 F. The solution is agitated for a period of not 
more than 2 hours and allowed to cool to room tempera 
ture. The resulting insoluble material, which precipi 
tates, is removed from the filtrate and the soluble wax 
product is completely removed from the filtrate by dis 
tilling off the solvent, 
The soluble wax product of this process, which has a 

cloud point between about 100 F. and about 215 F., a 
density between about 1.905 and about 1.930 at 210° F. 
and a viscosity between about 205 and about 700 centi 
stckes at 210 F., is suiable for direct use as a flotation 
or damping agent or it can be blended with a lower 
molecular weight perhalcgenated wax, such as polychloro 
trifluoroethylene wax having a meting point between 90° 
F. and about 140 F. in amounts which vary from 100 
Weight percent to about 20 weight percent of the soluble 
wax product obtained above, preferably between about 
40 weight percent to about 65 weight percent of soluble 
Wax product obtained above. When the soluble wax 
product has a cloud point of 135 F. or above, it is usual 
ly desirable, in applications for gyro fluids, to blend the 
extracted wax products with a lower melting perhalogen 
ated wax, melting between about 90° F. and about 140 
F. for example, a polychlorotrifluoroethylene wax such as 
Kel-F 40 wax. The preparation of these low molecular 
weight, low melting polychlorotrifluoroethylene waxes is 
given in U.S. Patent No. 2,770,659. 
The following examples are offered as a better under 

standing of the present invention and are not to be con 
strued as unnecessarily limiting thereto. 
The following example in Table II illustrates the prep 

aration of the final extracted wax product of this inven 
tion. In the following example Kel-F 200 wax (the 
telomer of chlorotrifluoroethylene with sulfuryl chloride 
having a melting point from 200 F. to 235 F.) was dis 
solved in a water-soluble solvent at 175 F. Upon cool 
ing the solution to room temperature the insoluble mate 
rial was removed as a residue and the wax which remained 
in the filtrate was labeled Soluble Wax i:1. The residue 
was dissolved in the same solvent at 175 F., the resulting 
solution was then allowed to cool to room temperature 
and the insoluble material was removed as the residue. 
The wax which remained in the filtrate was labeled Sol 
uble Wax #2. The first and second filtrates are usually 
combined before removal of the solvent to obtain the 
soluble wax product, however, in the following example 
the two soluble wax products, which were separated from 
the filtrate by the addition of water, by decantation of the 
supernate and drying the product, were treated separately 
for comparison purposes. 
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TABLE 
Solvent Extraction of Kel-F 200 Wax 

Amount of Volume Isolated dynamic 
Ex, No. Kel-F200 Solvent ratio Combonents of yield, cloud Wiscosity, Wax, g. Solvent: Kel-F200 Wax percent point, es? F. 

Wax o F. 

------- 1,000 Isopropyl alcohol. 10:1 1st soluble wax 35.8 152 323.2/210 2nd Soluble wa 8.3 184 
Residue.---- 46.2 --------------- 

The cloud point was determined by slowly cooling a 
15 gram sample of the final extracted wax product in a 
25 x 150 mm. glass tube. All cloud points determined 
on waxes subsequently described were also carried out 
in this way. 

preparation of the soluble wax product when reprocess 
ing the residue is omitted and compares the properties of 
the product with the residue. In all the examples in 
Table III the soluble wax product was removed from the 
filtrate by distilling off the solvent. 

5 

Amount Wolume 
Ex. No. of Kel-F Solvent ratio, 

200 Wax, Solvent: 
grams Wax 

2-------- 467 sopropanol----- 2:1 
3-------- 454 -----do----------- 5:1 
4-------- 469 Acetone.-------- 2: 
5.------- 456 ----- do----------- 5:1 
6.------- 250 Isopropanol.-- 10: 
7-------- 250 ----.do----------- 5:1 

TABLE 
Yield, Cloud Density, Density, 

Components of Kel-F 200 per- point, Wiscosity, g.fcc. at g.fcc. at 
Wax cent o F. cs.1° F. 210 F. 140°F. 

Soluble wax product..... 3.0 i8 209.3/210 Residtle------------ 85.0 219 ---------------------- 
Soluble wax product. 27.4 134 252.9,210 Residue------------- 71.2 226 ---------------------- 
Soluble wax product 48.8 156 401.9,210 Residue------------- 45.2 244 ---------------------- 
Soluble wax product. 65. 169 415.0/210 Residue------------- 26. 270 -------------------------------- 
Soluble wax product 89.5 39 1277,210 Residue------------- 54.9 280 -------------------------------- 
Soluble wax product 45.7 150 299|210 Residue------------------- 48, 4. 280 -------------------------------- 

1 Calculated to be 12,000 cp. at 140° F. or 6,500 cs 

For comparison purposes, Kel-F 200 wax was tested 
and had a cloud point of 216 F.; a viscosity of 132.6 
centistokes at 266 F. and a viscosity of about 950 
centistokes at 210 F. Kel-F 40 wax (polychlorotri 
fluoroethylene wax having a melting point between about 
90° F. and about 140° F.) was also tested and found to 
have a cloud point of 96 F., a viscosity of 37.97 centi 
stokes at 210 F. and a density of 1.8792 at 210 F. Al 

... at 140°F. 

The examples in Table IV below show additional ex 
40 periments on the preparation of the soluble wax prod 

uct using different solvents from those used in Table III. 
In the following examples (i:8 through iE23) the soluble 
Wax product was separated from the filtrate by distillation. 
In Example #24 the soluble wax product was recovered 
by addition of water, decantation of the supernate and 

45 Subsequent drying of the soluble wax product. 

TABLE IV 

Amount Volume Yield of Cloud Wiscosity Density, gfcc. 
Ex. of Kell- Solvent ratio, Soluble point, - No. 200 Wax solvent: Wax, o F. m-m-m-m-m-m------ 

in grams W2X percent 210 F. 160°F. 40° F. 210° F 160° E. 140°F. 

8.---- 200 IDiacetone alcohol----------- 5:1 2.91---------------------------------------------------------------------------- 
9---- 200 CelloSolve------------------- 5:1 31.4 130-35 -------------------- - 
10--- 200. Methyl ethyl ketone.-------- 5:1 81.8 185-90 -------------------- - 
Il--- 200 Dioxane--------------------- 5: 60.4 165-70 -------------------- 
12--- 200 Mineral spirits-- - - - - 5: 51.5 160-65 -------------------- - 
13--- 200 Toluene.----------- - - - - 5:1. 80.3 85-90 709.7 cs----------- - 
14--- 200 Trichloroethylene- 5:3. 9.9 215-20 
15.--- 200 Toluene.--------- : 68.9 180-85 
16--- 200 ----- do-- 2: 79.0 185-90 
17--- 200 ----- do- 4: 90, 3 182-85 
18--- 200.---- do-------- 5: 92.5 185-90 
19--- 200 20% toluene in - 5: 47.3 45-50 
20--- 200 33.6% toluene ini-ProH 5: 63.7 55-60 
21--- 200 40%toluene ini-Pro- 5:2 70.3 160-65 
22- -- 200 50% toluene ini-ProH.-- 5:1 81.8 70-75 p 

23--- 200 20% toluene ini-Pro.H...--...- 5:1 47.6 145-50 331.7 es--------- 2: 0. ) - 918.3 cp.). 

241-- 200 Isopropanol----------------- 10:1 35.9 137 
278-------------------------------------------- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

1. The soluble wax product was recovered by the addition of Water, decantation and drying of the wax product. 

though according to gyro specifications the cloud point of 
Kel-F40 wax is good, the viscosity and density is so poor 
that it would be unsuitable as a damping and flotation 
fluid for gyro mechanisms. As shown above, Kel-F 200 
wax is deficient as a gyro fluid both in cloud point and in 
viscosity requirements. The following examples in Table II illustrate the 

Examples ii.25 through #44 in Table V below give the 
amount of material employed in the preparation of wax 
blends having the desired properties of the present inven 
tion. The extracted wax product was obtained from 
Kel-F 200 wax as described in the previous examples 
which employed a single extraction of the Kel-F 200 wax 

75 in solution. 
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TABLE V 

Soluble Viscosity, cs. Density, g.fcc. Wiscosity, cp. 
Wax Soluble Kel-F 40 Cloud ---- * - - - - 

Ex. product Wax wax, point, Viscosity No. obtained product, grams o F. cp.1 F. 
from grams 140°F. 210°F. 140°F. 160°F. 20°F. 140°F. 160°F. 210°F example 

4. 46.8 53.2 5-20 
5 46.4 53.6 20-25 
2 6. 38.9 00-05 
3 56.0 440 10-15 
7 52.1 47.9 15-20 

24 50.8 49.2 15-20 
22 42.2 34.8 15-20 

6 53.8 46.2 10-5 1 12, 500/115 
6 57.2 42.8 15-20 1,700 12 ill. 954 -...----- i. 895 ----------- 1 10, 590/20 
6 66.6 33. 4 20-25 1 11,500/22 
6 80 20 25-30 13,700 - 1175 1.962 ---------- i. 904 -------------------- 1 1,400/130 
6 90 10 >135 5,000 220 1.966 ---------- 1,908 9,800 ---------------------------------- 3 37.5 62.5 130-35 1,554 ---------- 1.9500 -------------------- 3,035 ------------------- 9 80 20 30-35 11,9068 y 
19 70 30 25-30 1 1.9025 16,500 12,300 
19 60 40 20-25 18982 14,500 1 1,650 
23 80 20 130-35 8,726.5 ---------------------------------------- 7, 280 ----------------------- 22 80 20 150-55 ------------------------------ 1.952 1.9.25 ---------- 22 70 30 140-45 

22 40 35-4) 1.905 6,200 2,250 310 -------------- c O 
Calculated values. 

It is to be understood without departing from the scope 
of this invention that any of the other polychlorotrifluoro 
ethylene waxes melting between about 140 F. and about 
250 F. (ball and ring), particularly polychlorotrifluoro 
ethylene wax melting between about 140 F. and about 
160 F. (Kel-F 10-200 Wax) can be extracted in ac 
cordance with the procedure set forth in any of the above 
examples to produce a wax product having the above de 
scribed valuable properties; and that the wax products so 
produced can be employed perse or they can be blended 
with any of the perhalogenated waxes which melt be 
tween about 90 F. and about 140 F. 
The products of this invention are particularly suited 

for use as damping and flotation fluids in gyro mecha 
nisms since they meet all of the rigid requirements for 
gyro fluids. However, in addition to this application, 
the products of this invention may also be employed as 
damping fluids or flotation fluids in other applications 
Such as, for example, chemical seal pulsation dampers, 
bi-metallic dial type thermometers, and other applica 
tions which reqiure a highly viscous material which re 
mains clear at low temperatures. 
The extracted wax products or their blends may also be 

used as protective waxes for surfaces subject to corro 
sion, as packing material around pipe joints, etc. Many 
other applications of these products will be apparent to 
those skilled in the art from the accompanying descrip 
tion and properties of these materials. 

This invention relates to the extraction and isolation 
of a soluble wax product from a mixture of a polychloro 
trifluoroethylene wax (having a meltting point between 
about 140 F. and about 250 F.) and an organic solvent 
for use in a particular application such as, for example, 
as a gyro fluid. The invention also relates to the mixing 
of the soluble wax product with a lower melting poly 
chlorotrifluoroethylene oil (having a melting point be 
tween about 90°F. and about 140°F.) for use in a par 
ticular application such as, for example, as a gyro fluid. 

This application is a division of copending United 
States patent application Serial No. 640,305, filed Febru ary 15, 1957. 

Having thus described our invention we claim: 
1. A damping and flotation fluid for gyro mechanisms 

and the like having a high viscosity, low clear point and 
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a high density which comprises a homogeneous mixture 
of (a) between about 5 and about 80 weight percent of a 
polychlorotrifluoroethylene wax having a melting point 
between about 90°F. and about 140 F., and (b) between 
about 95 and about 20 weight percent of a soluble poly 
chlorotrifluoroethylene wax having a cloud point between 
about 135 F. and about 215 F. and a viscosity between 
about 205 and about 700 centistokes at 210 F., said solu 
ble polychlorotrifluoroethylene wax being prepared by 
(1) dissolving a liquid chlorotrifluoroethylene polymer 
melting between about 140°F. and about 250 F. in an 
organic solvent selected from the group consisting of alco 
hols, ketones, ethers, esters, aliphatic halocarbons and 
aromatic hydrocarbons maintained at a temperature not 
in excess of 315 F., (2) lowering the temperature of the 
resulting solution to about room temperature to form a 
residue and a filtrate, (3) separating the residue from the 
filtrate and (4) removing the solvent from the filtrate to 
recover a soluble polychlorotrifluoroethylene wax product. 

2. The damping and flotation fluid of claim 1 in which 
the preparation of said soluble polychlorotrifluoroethyl 
ene includes isopropanol as said organic solvent. 

3. The damping and flotation fluid of claim 1 in which 
the preparation of said soluble polychlorotrifluoroethyl 
ene includes acetone as said organic solvent. 

4. The damping and flotation fluid of claim 1 in which 
the preparation of said soluble polychlorotrifluoroethyl 
ene includes toluene as said organic solvent. 
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